
令和３年度策定　尾ノ上校区社協行動計画書 尾ノ上校区社会福祉協議会

基本理念 基本目標 分野 福祉課題 福祉課題の実情 具体的な取り組み（条件づくり） 校区社協としての取組

高齢者の孤立防止や社会参加

・人との接触を好まない高齢者への声掛けが難しい
・地域の世話人の減少
・プライバシーの問題から把握が困難
・いきいきサロンの参加者が少ない
・高齢者世帯の見守り、声掛けのシステム化がなされていな
い

・ボランティア募集の拡充を図る
・町の祭り等、参加しやすい環境を作る
・日ごろから声掛け、見守り

認知症高齢者に関すること

・個人情報の問題があり情報の把握が困難
・知識が乏しい
・公的援助のメニューが少ない
・本人に自覚がなく、関り方が難しい、対応者の負担

・家族了承の下で地域での情報共有を行う
・認知症についての正しい知識を身につけるための機会を設ける
・校区内にある関係機関の周知

交通(移動）手段や買い物等に関すること
・免許返納後の移動手段
・危険な運転をしている高齢者を見かける
・車道、歩道の整備が必要

・移動店舗についての周知、啓発

子育て家庭の孤立と困窮問題

・ひとり親世帯への支援
・子ども会、PTAへの未加入者の増加
・ITC教育の必要性
・保護者が集う場の設置
・居場所作り（子ども食堂等）
・放課後の児童の居場所
・情報の把握が困難

・既存の集いの場の拡充を図る
・関係機関、団体の周知

子ども、子育て家庭の見守り
・情報の把握
・公園の利用マナ－
・学校との連携

・利用マナーについての啓発を行う
・関係機関、団体との連携を図る

災害に備える体制づくり

・要配慮者がどこにいるのか把握が困難
・要配慮者への避難支援の方法が分からない
・防災担当者との情報共有
・災害時の人的条件整備（誰が動くのか）

・日頃からの声掛け、見守り
・命のバトンの実施

災害時における避難
・在宅避難時の情報収集
・避難所の場所が遠方
・ネット情報を利用できない方へのフォロー

・関係機関、団体との連携を図る

環境や治安（ゴミステーション・騒音トラブ
ル）

・ゴミ出しルールが守られていない
・猫の糞害
・不審者問題

・外国の人にもわかるようなゴミ捨ての看板の設置
・ゴミステーションの改善を図る
・見守りの家の看板の見直し

地域団体について

・意見や要望を町内会に伝えるシステムがない
・地域の情報が行き渡らない
・なり手がいない
・各種団体の活動内容が見えない

・LINEによる電子回覧板の導入検討する
・校区内企業の連携

・家族も集えるカフェの設置
・対応方法の発信

・「尾ノ上110番」の作成・配布
　※熊本市公式LINEに掲載など
　　　　　　　　　　　　SNSを活用

・社協だよりの継続発行

・“尾ノ上式”命のバトンの実施
　　(玄関に設置推奨)

・「徘徊高齢者声かけ訓練」の継続
　　　　　　　　　　　　　　　開催

・様々なテーマに沿った
　　　　　　　勉強会・研修会の開催

・尾ノ上校区防災連絡会
　①避難所運営委員会
　②防災クラブ
　　　　　　　⇒との、さらなる連携

・ごみステーションの改善
　各町内自治会と関係機関との
　　　　　　　　　　　　　連携強化

・子どもと子育て関連
　子育てサロンの開催支援
　青少年健全育成協議会との連携
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障がい者の孤立防止と社会参加

・接し方が分からない
・情報の把握が困難
・相談先の周知
・外出時の付き添い、支援

高
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